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時速２００ｋｍオーバーで１コーナーに突入！ 

今シーズン初となる追走トーナメントが、鈴鹿サーキットならではの、 

迫力のハイスピードバトルで展開される 
 

ダンロップコーナーから逆バンクで争われていた鈴鹿ラウンド。

戦いの舞台が1～2コーナーへと移されたのが2012年。F1を始め

スーパーフォーミュラ、SUPER GTなど様々なレースで名勝負を生んだ、

高速の鈴鹿1～2コーナーはD1グランプリでも名勝負を演出することと

なった。 

谷口信輝、片岡龍也、織戸学らSUPER GTなどで鈴鹿を走り込み、

1～2コーナーの攻略法を熟知しているものの、昨年は末永直登

(シルビア)と斎藤太吾（マークII）の決勝となり、接戦を制した末永が

鈴鹿初優勝を飾ったのだ。斎藤が単走で記録した1コーナー進入速度

は時速225kmにも達したほどだった。もはや谷口らSUPER GTレース

参加者のアドバンテージはないと言っていいだろう。それはつまり

接戦、混戦となることを意味している。 

開幕戦となったラウンド1富士スピードウェイでは、荒天のため

日曜日の追走トーナメントが中止。実質的にラウンド2鈴鹿サー

キットが今シーズン初の追走トーナメントとなる。 

時速200km以上のハイスピードで１コーナーに飛び込み、大きく

曲がり込む2コーナーを駆け抜ける迫力は、まさに鈴鹿だけで体験

できるもの。はたして今年はどんな戦いが待ち受けているのか。

誰が頂点に立つのか。分かっているのは予測できない接戦となる

ことだけだ。 

 

2014年5月1日 

株式会社モビリティランド 

鈴鹿サーキット 

末永直澄の走り 

（2013年鈴鹿ラウンド 追走BEST16にて） 

谷口信輝 織戸学 

※写真はイメージです 

２０１４ 

片岡龍也 
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土曜日は単走決勝！日曜日は追走決勝！ 

それぞれの戦いがより迫力を増して展開される 
 

単走から勝ち上がり追走トーナメントに進出する競技形式が2014

年から大きく変更された。加えてシードドライバーがこれまでの16名

から8名に減り、戦いはよりし烈なものとなった。まずは1台ずつの単走

予選が行われ「角度」「スピード」「走行ライン」などの要素がチェック

され点数が与えられる。予選での16位までと、シード8名の合計24台が

単走決勝に進出、1回の走行で優勝者が決まるため、各選手持てる

力の全てをこの走行で発揮しなければならない。 

日曜日に行われる追走は2台が同時に走行してそれぞれのテク

ニックを披露するもの。単走の9位から24位の16名による追走予選

が行われ、勝ち上った8名と単走トップ8の16名が追走決勝に進出。

トーナメントで行われる追走決勝はまさに圧巻。D1グランプリ最大の

見せ場でもある。先行のマシンに引き離されたら負け。先行車との距離をつめ、ドリフトを続けられれば勝ちだ。

前後を入れ替えて2回の走行が行われ、対戦はベスト16からベスト8、準決勝、決勝へと進み王者が決定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイムテーブル 
5月24日(土) 単走日  5月25日(日) 単走日 

 10:10～ 練習走行   8:30～ チェック走行 

 11:30～ ピットウォーク   9:40～ 追走予選 

 12:30～ 単走予選   10:40～ スーパーラップ 

 15:30～ 単走決勝   11:20～ ピットウォーク 

 16:15～ 結果発表   12:00～ 同乗走行 

 16:15～ コースウォーク   13:30～ セレモニー 

    14:00～ 追走決勝 

    16:00～ 結果発表 

 

シード選手 
ランキング上位8名 

単走予選 
シード選手以外の 

全選手が参加 

単走ファイナル 

（24名） 

追走予選勝ち抜き8名 

 

単走 

上位8名 

上位16名 

追走トーナメント 

ベスト 

16 

ベスト8 

準決勝 

決勝 

優勝 

追走予選 

                

単走9位～24位(16名) 

５月２４日(土) 単走日 ５月２５日(日) 追走日 

単走（イメージ） 

                

エントリー61台 
※詳細は巻末資料をご覧ください 
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Ｂ１、Ｂ２、Ｃ席、さらには激感エリア 

どこからでも迫力バトルの全てが観戦できる 
 

迫力のD1バトルは１コーナー先のB1、B2席、2コーナーからS字コーナーにかけてのC席、さらには1コーナーイン側、

2コーナーイン側に設けられた激感エリアからも観戦できる。どこからでも戦いの全体が見渡せ、激感エリアはさらに

近くで観ることができる。まさにマシンが自分の方に向かってくる感じだ。ハイスピードなコースだけに、他のどの

ラウンドよりも迫力のあるシーンが見られるはずだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1コーナー メインストレート 

2コーナー 

Ｂ席 

Ｃ席 

激感エリア 

2コーナーイン側激感エリアの様子 

B席から見た競技区間 

競技区間・観戦エリアマップ 

「スーパーラップ」同時開催決定!! 究極のドリフト対究極のグリップ走行が実現！チューニング

カーが鈴鹿を駆け抜ける!! 
チューニングカーが1周のアタックに全てをかける「スーパーラップ」の同時開催

が決定した。 

GT-R、S2000、NSXターボなどスーパースポーツカーをベースにさらに極限の

チューニングを施したマシンがタイムアタックを行うもので、究極のドリフトと究極の

グリップ、大迫力の走行がファンを魅了する。 

 

伝説のドリフト再び！スーパーヒーロー“のむけん”２年ぶりに鈴鹿見参!! 
これまで数々の名勝負をくり広げてきたD1界のスーパーヒーロー“のむけん”こと

野村謙(トヨタ･86)が2年ぶりに鈴鹿を走ることが決まった。鈴鹿初開催の2006年は

決勝戦で涙をのみ、1～2コーナーが舞台となった2012年は追走トーナメントベスト16

で敗退しただけに、今年こそはの思いは強い。「白煙番長」と呼ばれたほどの豪快

なタイヤスモークと、切れ込み鋭い伝説のドリフトが鈴鹿でさく裂する！ 

 
開幕戦での野村謙の走り 

スーパーラップ（※イメージ） 
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■前売券 ■当日券 

２日通し観戦券 土曜日観戦券  観戦券 

大人 
子ども 

（3歳～中学生） 
大人 

子ども 
（3歳～中学生） 

  大人 子ども（3歳～中学生） 

5月24日（土） ３，６００円 ２，１００円 

５，２００円 ２，６００円 ３，１００円 １，６００円  5月25日（日） ５，７００円 ３，１００円 
 

※ゆうえんちモートピアパスポートはチケットに含まれておりません。 

 

※激感エリア券 は5月24日（土）・25日（日）ともに完売いたしました。 

 

 

 

 
 

チケットのお求めは  

■オンラインショッピングサイト（MOBILITY STATION） 

Ｐ Ｃ http://mls.mobilityland.co.jp 

モバイル http://mls.mobilityland.co.jp/mobile/ 

（鈴鹿サーキット オンラインショッピングサイト） 

5月18日（日） 23:59まで （24時間販売） 

■お電話による通信販売 ☎059-378-1100<通信販売専用電話> 

（鈴鹿サーキットモビリティステーション） 
5月18日（日）16：00まで （10：00～16：00） 

■窓口での販売 

（鈴鹿サーキットモビリティステーション） 
5月23日（金）17：00まで （10：00～17：00） 

■プレイガイド・コンビニエンスストア 
販売期間：5月24日（土）まで販売 ※一部販売期間が異なる券種がございます 

●ローソンチケット ●ローソン ●ミニストップ 

 

チケットに関するお問い合わせ：鈴鹿サーキットモビリティステーション 059-378-1111（代） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チケット好評発売中！ 
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